
 

授業科⽬ ⾦商法・⾦融法・保険法演習 

演習題⽬ ⾦商法・⾦融法・保険法の諸問題 

担当教員 川﨑 邦宏 
授業の⽬的 ⾦融商品取引法（⾦商法）、⾦融法及び保険法に関する法制度及び判

例の検討を通じて、法的な基礎知識の習得を⽬的とします。その際、法
制度の理解をさらに深めることと、卒業後の実務能⼒をさらに向上させ
ることを⽬的として、⾦融法・保険法の背景にある⾦融論・保険学等も
学習します。また、⾦商法上の重要な制度である有価証券報告書は、実
務においてもよく⽤いられることから、実務における読み⽅もできるこ
とを⽬的とします。 

履修条件 履修条件は設けません。 
教科書・参考書 初回の授業で指定します。 
授業の計画・内容  基本的に、前期では⾦商法について全員で学習し、後期では⾦融法と

保険法について学⽣の希望に応じてチームに分けて学習します。 
 前期後期を通じて、学⽣の希望に応じて、各法領域について、法制度
や判例の報告・議論を⾏います（判例や法制度は、担当者が教員と相談
して決めますが、過去の歴史や外国法を対象にしても構いません。）。 

前期後期を通じて、各担当者は概ね数⾴程度のレポートを作成・報告
してください。基本的にレポート発表の 1 回前のゼミまでにレポート
を提出し、教員と内容の打ち合わせを⾏って下さい。 

成績評価の⽅法 平常点（レポートの内容・ゼミでの発⾔）により採点します。 
 


